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西暦 明治 日付 記載内容
1876 9 10月 ●八戸光栄会が八戸堤町に設けられ，源晟，伴義丸，関春茂ら 26人が沢辺神父により受洗。
「三戸教会ハ景況ナリ，又八戸伴美丸ト云フ者甚タ尽力スルノ様子ニテ，已テニ教会ヲ
立ントセリ」（『公会議事録』新編八戸市史近現代資料編 I　p. 275）








1878 11 4月 ●パウェル源，下総地域（千葉県）の伝教者となる。
7月 ●パウェル源，秋田地方の伝教者となる。
11/6 ●堤町に 2階建ての教会堂が建つ。
1879 12 7月 ●パウェル源，大槌（岩手県）の伝教者となる。
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1882 15 1/19 ◇前日（1/18）に前橋のスピリドン大島が，伝教者二人の補充を依願したことから，アン
ドレイ井河（八戸出身）とロマン千葉が，翌日（1/20）に派遣されることになる（2巻 p. 96）
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1890 23 2月 ●青森県議会半数改選選挙で，源晟が再選。
11/10 ●源晟が，臨時県会において県会議員副議長に当選する。






1893 26 5/1 ●府県制施行後の最初の県会議員半数改選選挙で，関春茂が三戸郡から再選する。
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1894 27 1月 ●東北本線知内駅から支線の八戸線が開通。県会議員の源晟と関春茂が，支線の招致の
ため地元の調整に尽力したことが知られている。（『青森県議会史　自明治二十四年至














































1896 29 3/30 ◇八戸出身のアレクサンドル細川虎五郎に関する記述。「アレクサンドル細川〔虎五郎〕
から，水沢と前沢についてうれしい手紙。かれは，アヴラアム八木〔精治〕や近隣の
伝教者と力をあわせ，非常識きわまりない新興宗教の天理教を追い払った。水沢で七人，
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6/16 ◇青森の信徒から伝教者のシメオン松原の給与アップの陳情についての記述（4巻 p. 192）。
これ以降，松原から加給を求める手紙がたびたびあり，ニコライは彼に対する印象を
悪くしている（たとえば，4巻 p. 301，5巻 p. 41，6巻 p. 52，6巻 p. 176，7巻 p. 298な
ど）。
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1901年 12月時点で蟹田でアレクサンドル細川が伝教しており（7巻 p. 67），また 1902（明
治 35）年の「公会議事録」に蟹田に赴任していた細川伝教者が病気の妻を連れて八戸
に帰ってきた旨が記されているからである。
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西暦 明治 日付 記載内容
◇セルゲイ師は，ロシアから来た新しい宣教師ニコライ・クジミン師がサハリンのロシ
ア人を司牧することになり，彼を伴っていくために青森で落ち合うことになっていた。
上記は，その際の出来事。「弘前からセルゲイ座下が電報をよしこ，次の日曜の午前九
時に青森でニコライ・クジミン師を待っているとのこと」（9巻 p. 248）
10/29 ◇八戸，三本木に関する記述。「セルゲイ座下が，〔青森県〕三本木では布教が不十分で
あると嘆いており，八戸の伝教者，パウェル窪田〔行孝〕に手紙を書き，かれに毎月
九日間だけ三本木に来てもらい，聴教を希望する者たちを教えてもらってはどうかと
言ってきた。三本木への旅費と滞在費として月に五円送ってやってほしいという。す
べてかれの手紙のとおりにした」（9巻 p. 259）
＊ 本資料は，平成 29年度学校法人光星学院イノベーションプログラム補助金による「八戸におけるハリストス正
教関連人物に関する調査と文献研究」の成果の一部である。
